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デジタル画像の新たな補正技術／朝日航洋株式会社

空中写真を撮影するための航空測量用カメラは、従来の銀塩
フィルムを用いたアナログ方式から、イメージセンサーを用
いたデジタル方式が主流となってきた。これらに搭載される
イメージセンサーの高性能化によって、デジタル画像のピク
セル深度が８ビットを越える高ダイナミックレンジ画像を
撮影できるものが一般的となりつつあり、わずかな明暗を詳
細に記録することができてはいたが、従来の撮影後の画像調
整処理では暗部の情報が失われやすい問題があった。
朝日航洋ではこういった問題を解決すべく、高ダイナミック
レンジ画像のコントラスト補正処理技術を独自に開発し、現
在は極端に明るい部分と暗い部分の両方が見やすい画像製
品を提供している。（当技術は特許出願中）

上段（左は通常処理画像・右は補正処理画像）
市街地などでは密集する建築物によって発生する影領域が判
読の妨げとなるが、補正処理によって影内部の状況が見やす
くなっている。

中段（左は通常処理画像・右は補正処理画像）
海域や河川などの浅部水域では、水底からの弱い反射光が捉
えられていても、画像全体では地表の明るさに露出を合わせ
るために黒つぶれ状態となってしまう。補正処理を加えると水底が明瞭となりつつ、もともと明るかった地表部分も白
とびせずに見やすい画像となった。

下段（左は通常処理画像・右は補正処理画像）
山間部では地形による影が発生し、特に谷筋の判読がしづらい状況が多いが、補正処理結果では谷底（崩壊地）の倒木
の様子が読み取れるようになっている
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